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（15）説経祭文の江戸期資料小考

　
　
　
は
じ
め
に

　
江
戸
後
期
に
開
始
さ
れ
た
説
経
祭
文
の
創
始
者
薩
摩
若
太
夫
の

素
性
、
事
蹟
の
全
貌
は
も
と
よ
り
、
説
経
祭
文
の
江
戸
期
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
杏
と
し
て
分
か
ら
な
い
。
従
来
、
篶
庭
喜
多
村
信
節
『
嬉
遊
笑

覧
』
（
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
序
）
の
記
事
、
及
び
歴
代
の
薩

摩
若
太
夫
に
伝
え
ら
れ
た
初
代
薩
摩
若
太
夫
の
肖
像
画
一
幅
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

『
説
経
規
定
』
並
び
に
『
門
弟
控
』
が
伝
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ

た
。
刊
行
さ
れ
た
正
本
の
全
貌
も
未
だ
不
明
で
若
干
の
所
蔵
先
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヨ
）

翻
刻
・
影
印
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
。
十
分
な
資
料
が

な
い
も
の
の
、
今
尚
関
東
各
地
で
説
経
節
と
し
て
、
単
独
に
ま
た

様
々
な
人
形
芝
居
の
地
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
懸
隔
を
ど

う
埋
め
る
べ
き
か
、
大
き
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
　
　
　
谷
　
　
　
　
治

　
一
九
九
五
年
十
月
二
一
日
・
二
二
日
に
東
京
都
八
王
子
市
で
開

・
か
れ
た
第
五
回
「
を
ぐ
り
サ
ミ
ヅ
ト
」
の
「
八
王
子
人
形
劇
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
説
経
（
祭
文
）
・
及

び
周
辺
芸
能
を
糾
合
し
た
大
き
な
催
し
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
果
は

い
く
つ
も
あ
ろ
う
が
、
安
藤
俊
次
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
、
同
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
ポ
ス
タ
ー
、
ち
ら
し
、
及
び
資
料
集
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
『
小
栗
判
官
の
世
界
』
の
表
紙
に
採
用
さ
れ
た
、
主
人
公

小
栗
判
官
の
乗
馬
姿
を
画
く
、
三
代
目
豊
国
筆
の
一
枚
摺
錦
絵
は

江
戸
期
に
お
け
る
薩
摩
派
の
実
態
を
垣
間
見
さ
せ
て
く
れ
る
好
資

料
の
出
現
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
他
こ
の
資
料
集
編
集
に
携
わ
っ
た
一
員
と
し
て
気
づ
か
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
薩
摩
派
の
江
戸
期
の
歴
史
・
状
況
を
細
や
か

な
が
ら
埋
め
ら
れ
る
よ
う
『
小
栗
判
官
』
の
正
本
を
中
心
に
試
み
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て
み
た
い
。

　
正
本
の
精
査
の
上
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
点
も
多
く
、
い
ま
だ
時

機
尚
早
の
感
も
あ
る
が
、
正
本
や
歴
史
調
査
の
一
助
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

1

　
説
経
祭
文
『
小
粟
判
官
』
の
正
本
（
版
本
）
は
現
在
主
な
も
の

と
し
て
、
皐
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
所
蔵
の
三
本
、

都
立
中
央
図
書
館
蔵
本
、
八
王
子
郷
土
資
料
館
蔵
零
本
数
冊
、
長

野
県
上
田
市
立
図
書
館
花
月
文
庫
の
二
本
、
『
日
本
庶
民
生
活
史

料
集
成
」
第
一
七
巻
所
収
市
河
信
次
氏
蔵
本
及
び
弘
化
四
年
刊
の

（
4
）

零
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
書
誌
及
び
比
較
は
別
稿
を
用

意
し
た
い
の
で
本
稿
で
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
そ
れ
ら
の
う
ち
調
査
し
え
た
限
り
の
印
象
で
は
、
初
版
と
し
て

全
巻
揃
っ
た
伝
本
は
な
く
、
完
全
に
揃
っ
て
い
る
唯
一
の
早
稲
田

大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
本
（
以
下
早
大
本
と
略
す
）
の

一
本
を
は
じ
め
刊
行
時
の
異
な
る
本
の
取
合
せ
本
が
多
い
。
初

刷
・
後
刷
、
再
版
等
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
各

伝
本
間
の
そ
れ
ら
の
混
在
状
況
も
一
定
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く

刊
行
時
よ
り
各
段
が
別
々
に
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
L
む
こ
い
り
の

推
測
さ
れ
る
。
八
王
子
郷
土
資
料
館
所
蔵
の
、
第
五
段
「
押
智
入

だ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
り
よ
う
く
ら
ぺ
切
だ
ん

段
」
及
び
第
十
八
段
「
器
量
競
段
」
二
冊
が
零
本
な
が
ら
原
装

と
判
断
さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
半
紙
本
紙
紐
綴
各
段
数
丁
の
型
式
で

分
冊
で
段
ご
と
に
別
々
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
各
正
本
の
表
紙
に
外
題
、
太
夫
名
、
三
味
線
方
名
、
及
び
版
元

名
が
刷
ら
れ
、
再
版
本
に
は
刊
行
年
時
も
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
そ
れ
ら
の
異
同
は
複
雑
で
簡
単
に
は
整
理
で
き
な
い
。
本
稿

で
こ
の
書
誌
の
記
述
を
避
け
る
の
は
逆
に
本
稿
が
そ
れ
ら
を
整
理

す
る
一
助
と
も
な
れ
ば
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

　
表
紙
よ
り
し
て
複
雑
な
印
刷
状
況
の
中
で
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
ま

た
欠
け
る
こ
と
な
く
表
紙
の
右
上
に
印
行
さ
れ
る
紋
所
に
注
目
し

た
い
。
目
結
紋
に
分
類
さ
れ
、
「
平
四
つ
目
」
と
い
わ
れ
る
紋
所

（
肉
厚
の
「
口
」
の
字
を
四
つ
「
田
」
字
形
に
組
合
せ
た
紋
様
）

が
三
つ
、
三
人
の
太
夫
名
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
印
さ
れ
る
形
で
印
刷

　
　
　
（
5
）

さ
れ
て
い
る
。
中
心
の
薩
摩
若
太
夫
が
両
脇
の
語
り
手
二
人
の
名

よ
り
一
段
高
く
配
さ
れ
て
刷
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ

紋
所
も
中
央
を
一
段
高
く
印
行
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
、
三
人
の

語
り
手
に
そ
れ
ぞ
れ
揃
い
の
「
平
四
つ
目
」
紋
が
冠
せ
ら
れ
て
い

る
と
み
え
る
形
の
版
行
状
況
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
他
の
邦
楽
の
正
本
・
稽
古
本
の
版
本
を
参
照
し
て
も
、
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中
央
の
太
夫
名
の
上
に
一
つ
の
紋
が
刷
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る

か
ら
、
三
つ
も
刷
ら
れ
て
い
る
の
は
不
審
と
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

八
王
子
郷
土
資
料
館
所
蔵
の
、
歴
代
家
元
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
と

思
わ
れ
る
、
故
十
代
目
薩
摩
若
太
夫
（
内
田
総
叔
）
旧
蔵
の
初
代

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

薩
摩
若
太
夫
の
肖
像
画
に
紋
付
姿
座
像
の
初
代
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
紋
所
を
注
視
す
る
と
「
平
四
つ
目
紋
」
を
三
つ
、
上
段
に
一

つ
下
段
に
二
つ
並
べ
、
「
品
」
の
字
の
隅
を
寄
せ
「
凸
」
字
形
に

し
た
形
に
組
合
せ
た
紋
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
版
本
の
太
夫

名
上
部
に
あ
る
、
三
つ
の
紋
に
見
え
た
紋
と
一
致
す
る
。
版
本
に

印
さ
れ
た
紋
様
は
、
他
の
邦
楽
の
版
本
同
様
に
、
中
心
の
太
夫
の

紋
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
薩
摩
系
説
経
祭
文
の
流
れ
を
汲
み
今
も
年
数
回
上
演
を
続
け
て

い
る
埼
玉
県
秩
父
郡
横
瀬
町
の
「
横
瀬
の
人
形
芝
居
」
（
俗
に
、

人
形
の
裾
捌
き
が
茶
道
の
株
紗
の
捌
き
方
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
「
柑
紗
人
形
」
と
し
て
知
ら
れ
る
）
は
、
秩
父
祭
の
山
車
の
技

法
を
応
用
し
た
み
ご
と
な
絢
燭
豪
華
な
舞
台
で
も
知
ら
れ
る
。
そ

の
舞
台
上
方
に
懸
け
ら
れ
る
水
引
幕
の
中
央
部
、
及
ぴ
舞
台
の
左

右
に
張
ら
れ
る
暖
簾
に
は
「
丸
に
隅
立
て
四
つ
目
」
と
い
わ
れ
る
、

丸
の
中
に
上
述
の
「
平
四
つ
目
」
紋
を
四
五
度
傾
け
た
紋
所
が
使

　
　
　
（
6
）

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
座
元
の
初
代
佐
登
太
夫
が
肩
衣
を
つ
け

　
　
　
，
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

三
味
線
を
手
に
す
る
明
治
初
期
の
写
真
に
は
「
丸
に
平
四
つ
目
」

（
隅
立
て
で
は
な
い
）
の
紋
が
写
っ
て
い
る
。
説
経
を
地
に
演
じ

ら
れ
て
き
た
車
人
形
西
川
古
柳
座
の
水
引
幕
に
も
「
丸
に
隅
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

四
つ
目
」
紋
が
使
わ
れ
る
。
所
沢
市
柳
瀬
民
俗
資
料
館
に
所
蔵
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

れ
る
見
台
二
台
に
も
同
じ
紋
所
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
申
す
ま
で
も

な
く
、
こ
れ
ら
の
説
経
節
の
源
流
は
薩
摩
系
説
経
祭
文
に
遡
る
こ

　
　
　
（
1
0
〕

と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
目
結
紋
の
「
四
つ
目
」
紋
は
、
初
代

薩
摩
若
太
夫
以
来
、
こ
の
派
の
象
徴
と
し
て
代
々
そ
の
諸
流
に
伝

え
ら
れ
て
き
た
由
緒
あ
る
紋
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
な
ぜ
凸
字
形

－
塗
り
潰
し
た
四
角
形
（
四
つ
目
で
は
な
く
）
を
三
つ
凸
字
形

に
組
合
せ
る
紋
は
、
石
畳
紋
の
内
「
三
つ
石
（
畳
）
」
紋
と
い
う

が
、
薩
摩
派
の
正
本
及
び
初
代
の
紋
付
の
紋
は
外
郭
か
ら
み
る
と

こ
の
「
三
つ
石
」
紋
の
形
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
薩
摩
若
太
夫
の
紋

は
「
三
つ
石
」
紋
の
一
つ
一
つ
の
石
が
、
さ
ら
に
「
平
四
つ
目
」

に
な
っ
て
い
る
紋
様
で
あ
る
1
と
、
単
独
の
「
丸
に
平
四
つ

目
」
及
び
「
丸
に
隅
立
て
四
つ
目
」
と
の
違
い
に
な
っ
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

か
不
明
で
あ
る
。
『
説
経
規
定
』
並
び
に
『
門
弟
控
』
他
に
も
規

定
や
記
述
が
な
い
。
憶
測
を
す
れ
ぱ
、
初
代
の
紋
と
流
派
と
し
て

の
紋
と
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
初
代
の
紋
を
重
ん
じ
か
つ
悌
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
か
。
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些
細
な
事
実
に
拘
泥
し
て
き
た
の
は
、
薩
摩
派
の
紋
と
い
う
意

識
が
薄
れ
て
き
て
い
る
現
状
に
お
い
て
再
確
認
す
る
た
め
で
も
あ

る
が
、
も
う
一
つ
輿
味
深
い
符
合
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

初
代
薩
摩
若
太
夫
及
び
説
経
祭
文
の
興
隆
に
関
し
て
の
、
最
古
に

し
て
唯
一
の
記
述
で
あ
る
『
嬉
遊
笑
覧
』
巻
六
に

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
其
頃
本
所
四
ツ
目
に
米
屋
に
て
何
と
云
ひ
し
か
米
千
と
呼
ぷ

　
　
も
の
（
中
略
）
米
千
は
若
太
夫
と
な
り
ぬ

　
と
あ
り
、
「
四
つ
目
」
と
い
う
住
所
と
紋
所
の
「
四
つ
目
」
と

符
合
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
本
所
四
つ
目
と
は
、
東
京

都
墨
田
区
南
部
を
東
西
に
流
れ
る
竪
川
沿
い
に
、
隅
田
川
側

（
西
）
か
ら
一
ノ
橋
、
ニ
ノ
橋
：
・
…
五
ノ
橋
迄
設
け
ら
れ
た
内
の

四
ノ
橋
（
「
四
之
御
橋
」
「
四
つ
目
之
橋
」
と
も
い
う
）
橋
畔
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
屹
）

を
い
う
。
現
在
は
墨
田
区
江
東
橋
三
丁
目
一
番
地
よ
り
四
番
地
で

あ
り
、
首
都
高
速
遣
路
七
号
線
錦
糸
町
ラ
ン
プ
真
下
西
北
の
地
、

J
R
総
武
線
錦
糸
町
駅
よ
り
真
南
三
百
メ
ー
ト
ル
の
地
で
あ
る
。

　
こ
の
符
合
を
単
な
る
偶
然
の
一
致
と
み
る
か
否
か
が
問
題
で
あ

る
。
先
に
記
し
た
石
畳
紋
の
「
三
つ
石
（
畳
）
」
と
目
結
い
紋
の

「
平
四
つ
目
」
と
を
組
合
せ
た
特
異
な
紋
は
他
に
例
を
み
な
い
、

複
雑
か
つ
大
柄
な
紋
様
で
あ
る
。
目
結
い
紋
は
近
江
源
氏
の
家
に

多
い
と
さ
れ
る
が
、
三
つ
も
組
合
せ
た
紋
は
知
ら
れ
な
い
。
一
方

石
畳
紋
は
市
松
模
様
と
し
て
流
行
し
た
よ
う
に
庶
民
の
中
に
も
家

紋
に
し
た
者
も
多
い
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
内
三
つ
石
紋
は
清
和
源

氏
流
土
屋
氏
他
の
紋
と
い
わ
れ
る
が
、
石
の
一
つ
一
つ
が
四
つ
目

に
な
っ
て
い
る
の
は
知
ら
れ
な
い
。

　
私
見
で
は
、
平
四
つ
目
と
三
つ
石
畳
紋
を
合
成
し
て
新
た
に
薩

摩
派
の
紋
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ

の
複
雑
な
紋
に
も
う
一
つ
紋
を
加
え
て
合
成
し
た
と
思
わ
れ
る
、

よ
り
一
層
複
雑
化
し
た
紋
が
『
小
栗
判
官
』
正
本
の
中
に
み
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
第
十
四
段
の
天
保
十
一
年
再
版
（
早
大
本
請
求

番
号
二
1
3
－
2
8
、
及
び
二
1
3
－
9
、
都
立
中
央
図
書
館
本
の
三
本

伝
存
す
る
。
）
の
表
紙
の
右
上
に
は
凸
字
形
の
中
央
に
さ
ら
に

「
丸
に
十
の
字
」
紋
を
組
み
込
ん
だ
紋
（
上
段
に
「
四
つ
目
」
を

一
つ
、
下
段
に
「
四
つ
目
」
「
丸
に
十
の
字
」
「
四
つ
目
」
と
並
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

た
形
）
が
刷
ら
れ
て
あ
る
。
「
丸
に
十
の
字
」
紋
は
薩
摩
藩
の
紋

と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
薩
摩
座
（
外
記
座
）
の
紋
で
も
あ
る
。

奥
村
政
信
筆
の
「
堺
町
葺
屋
町
芝
居
町
大
浮
絵
」
（
岸
文
和
氏
に

よ
る
仮
題
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ミ
ス
編
『
浮
世
絵
に
み
る
江
戸
名

所
』
所
収
）
に
灰
見
さ
れ
る
。
当
該
の
薩
摩
座
は
小
平
太
座
ら
し

く
外
記
座
で
は
な
い
。
又
天
保
期
の
吉
右
衛
門
座
の
紋
は
檜
扇
紋

で
異
な
る
の
で
、
天
保
十
一
年
の
再
版
本
に
な
ぜ
唐
突
に
「
丸
に
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十
の
字
」
紋
を
組
み
込
ん
だ
紋
を
使
用
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、

全
く
縁
の
な
い
紋
を
取
り
入
れ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
一
層
の
複
雑
な
紋
の
構
成
法
は
、
天
保
の
再
版
で
あ
る
の

で
初
代
薩
摩
若
太
夫
の
案
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
若
太
夫
の
紋

の
構
成
と
一
脈
通
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
構
成
法
が
初
代

の
構
成
法
を
活
用
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
初
代
の
紋
も
「
平
四
つ

目
」
紋
と
「
三
つ
石
」
紋
と
を
意
図
的
に
合
成
し
た
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
「
平
四
つ
目
」
紋
の
部
分
に
住
居
地
「
四
つ
目
」
を
効
か
し

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
石
畳
紋
の
意
図
す
る
も
の
は
と
い
う
問
題
に
な
る
。
こ
の

紋
は
神
官
に
多
い
と
さ
れ
る
紋
で
あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。

『
嬉
遊
笑
覧
』
に
よ
れ
ぱ
、
説
経
祭
文
は
初
め
山
伏
の
祭
文
が
・
た

り
が
伝
え
て
い
た
、
と
さ
れ
、
「
な
り
も
の
は
錫
杖
と
さ
㌧
や
か

な
る
ほ
ら
介
」
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
山
伏
系
神
職
と
の

繋
り
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
五
代
目
若
太
夫
、
六
代
目
若
太
夫
は

神
楽
師
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
初
代
津
賀
太
夫
は
初
代
若
太
夫
の

弟
子
で
あ
り
石
山
美
濃
守
と
い
う
神
官
で
あ
っ
た
。
山
伏
、
神
楽

師
、
神
官
と
神
職
関
係
者
が
こ
の
芸
能
に
携
わ
る
者
に
多
く
、
何

ら
か
の
関
係
が
推
測
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
こ
と
と
関
連
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
『
嬉
遊
笑
覧
』

の
記
述
を
み
る
限
り
、
初
代
若
太
夫
は
米
屋
で
あ
っ
た
と
い
う
の

で
、
た
だ
ち
に
「
三
つ
石
」
紋
を
以
て
神
職
と
の
関
連
を
考
え
る

の
は
性
急
す
ぎ
よ
う
が
、
神
職
に
多
い
石
畳
紋
を
先
述
の
よ
う
に

意
図
的
に
使
用
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
留
意
し
て
お
い

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
四
つ
目
」
の
一
致
は
紋
の
意
味
す
る
も
の
に
関
し
て
の
謎
解

き
の
興
味
を
抱
か
せ
る
一
方
、
重
要
な
の
は
『
嬉
遊
笑
覧
』
の
記

事
の
真
懸
性
に
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
初
代
太
夫

の
没
年
に
つ
い
て
『
嬉
遊
笑
覧
』
に
は
「
文
化
八
年
没
す
」
と
あ

り
、
初
代
薩
摩
若
太
夫
の
肖
像
画
に
は
「
文
政
十
年
十
一
月
四
日

十
七
回
忌
　
説
経
元
祖
　
古
人
薩
摩
若
太
夫
像
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
十
七
年
遡
ら
せ
る
と
文
化
八
年
に
な
り
、
両
者
の
記
述
は
一

致
す
る
。
こ
の
点
か
ら
も
『
嬉
遊
笑
覧
』
の
記
事
の
正
確
さ
が
灰

見
え
て
い
た
が
、
紋
所
の
名
称
よ
り
推
定
す
る
「
四
つ
目
」
の
符

合
も
、
一
次
資
料
で
は
な
い
『
嬉
遊
笑
覧
』
の
記
事
の
信
頼
性
を

補
う
傍
証
に
な
り
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
江
戸
期
の
説
経
祭

文
の
動
向
と
初
代
若
太
夫
の
身
元
や
旗
上
げ
の
経
緯
等
を
唯
一
伝

え
る
貴
重
な
資
料
の
信
頼
性
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
限
ら
れ
た
資
料
し
か
遺
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
深
読
み

は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
が
、
少
し
で
も
確
実
さ
を
深
め
ら
れ
る
も
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の
な
ら
ば
と
極
め
て
細
や
か
な
事
象
に
も
拘
泥
し
て
み
た
。

　
一
九
九
五
年
十
月
二
一
・
二
二
日
に
東
京
都
八
王
子
市
市
立
芸

術
文
化
会
館
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
第
五
回
を
ぐ
り
サ
ミ

ッ
ト
「
八
王
子
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
（
岐
阜
県
大
垣
市
の

堤
正
樹
氏
の
提
唱
で
、
小
栗
判
官
の
物
語
を
愛
好
す
る
各
地
の
同

好
者
の
情
報
交
換
を
目
的
と
す
る
「
を
ぐ
り
連
合
」
（
代
表
世
話

人
　
堤
氏
）
が
繕
成
さ
れ
、
そ
の
語
り
合
い
の
場
と
し
て
一
九
九

一
年
よ
り
各
地
で
大
会
が
催
さ
れ
て
き
た
）
に
用
意
さ
れ
た
資
料

集
『
小
栗
判
官
の
世
界
』
・
ち
ら
し
・
ポ
ス
タ
ー
に
印
刷
さ
れ
、

紹
介
さ
れ
た
三
代
目
歌
川
豊
国
に
よ
る
、
小
栗
判
官
が
荒
馬
鬼
鹿

毛
を
乗
り
こ
な
す
図
柄
の
錦
絵
は
、
資
料
の
乏
し
い
説
経
祭
文
史

上
に
お
い
て
極
め
て
意
義
あ
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
こ
の
錦
絵
は

判
官
が
鬼
鹿
毛
を
制
御
し
て
様
々
な
曲
技
を
見
せ
る
、
説
経
祭
文

の
物
語
の
中
で
も
見
せ
場
で
あ
り
、
碁
盤
の
上
に
乗
う
て
み
せ
る

場
面
を
表
現
し
て
い
る
。
上
述
の
八
王
子
市
の
催
し
に
お
い
て
も

西
川
古
柳
一
座
の
車
人
形
に
よ
る
妙
技
が
好
評
を
博
し
た
。
左
下

に
碁
盤
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
日

本
棋
院
で
販
売
さ
れ
て
い
る
絵
葉
書
に
複
製
し
て
あ
る
も
の
を
八

王
子
市
在
住
で
「
説
経
節
の
会
」
会
員
の
法
政
大
学
教
授
安
藤
俊

次
氏
が
発
見
さ
れ
、
第
五
回
を
ぐ
り
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
に
紹

介
さ
れ
て
斯
界
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
聴
衆
の
た
め
に
、
資
料
集
『
小
栗
判
官

の
世
界
』
に
簡
単
な
解
説
を
載
せ
る
こ
と
に
な
り
、
筆
者
が
担
当

し
間
に
合
わ
せ
の
記
事
を
記
し
た
が
、
依
拠
資
料
の
他
に
有
力
な

異
説
が
あ
り
訂
正
を
要
す
る
こ
と
と
、
こ
の
絵
の
有
意
義
性
を
確

認
す
る
た
め
に
、
も
う
一
度
と
り
あ
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
こ
の
絵
の
概
容
は
、
鬼
鹿
毛
に
乗
る
小
栗
判
官
が
中
央
に
大
き

く
赤
と
茶
と
を
主
体
に
華
や
か
に
描
か
れ
る
。
そ
の
上
方
、
絵
の

右
肩
に
戯
作
者
松
亭
金
水
の
賛
が
載
る
。
左
肩
に
コ
マ
絵
が
大
き

め
に
描
か
れ
、
小
栗
判
官
毒
殺
後
の
照
手
姫
と
横
山
将
監
親
子
が

画
か
れ
、
「
豊
国
門
人
国
政
画
」
と
印
さ
れ
て
あ
る
。
賛
と
コ

マ
絵
の
問
に
青
色
の
短
冊
が
あ
り
「
大
日
本
六
十
余
州
之
内
常

陸
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。
「
大
日
本
六
十
余
州
」
と
い
う
揃
物
の

錦
絵
（
未
確
認
）
の
一
枚
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
左
下
方
に

改
印
「
渡
」
と
版
元
印
「
上
金
」
（
上
州
屋
金
蔵
）
、
そ
の
左
脇
に

「
香
蝶
楼
豊
国
画
」
と
あ
る
。
賛
を
翻
刻
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
亭
金
水
伝
記

　
　
を
ぐ
り
は
ん
ぐ
わ
ん
だ
い
す
け
し
げ

　
　
小
栗
判
官
代
助
重
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を
ぐ
り
　
じ
せ
き
　
廿
つ
由
や
う
　
　
　
よ
だ
ん

　
　
　
小
栗
が
事
蹟
は
説
経
に
て
三
十
余
段
の

　
　
　
担
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま

　
　
　
長
や
・
か
な
れ
ば
今
さ
ら
い
ふ
に

　
　
　
お
よ
　
　
　
　
　
　
て
る
て
　
　
　
て
い

　
　
　
及
ぱ
ね
ど
照
天
が
貞
の
い
さ

　
　
　
　
　
　
い
ま
　
　
く
ち
　
　
　
　
ひ
た
ち

　
　
　
ま
し
は
今
に
朽
せ
ぬ
常
陸

　
　
　
　
く
1
＝
こ
　
肚
音
　
　
　
　
　
　
屯

　
　
　
の
国
小
萩
と
い
ふ
名
も

　
　
　
ひ
と
　
　
し
　
　
　
こ
れ
　
肚
な
し

　
　
　
人
よ
く
知
れ
り
是
が
話
説
を

　
　
　
告
く
　
　
　
　
　
　
か
ん
　
　
　
　
な
み
だ

　
　
　
聞
、
こ
と
に
感
ず
る
涙

　
　
　
し
た
、
　
　
　
里
り
　
　
ひ
た

　
　
　
滴
り
て
襟
を
浸
さ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
あ
　
、
　
か
う

　
　
　
も
の
も
な
し
鳴
呼
孝
と

　
　
　
て
い
　
　
　
　
き
　
し
ん
　
　
　
　
　
　
か
ん
ど
う

　
　
　
貞
と
は
鬼
神
を
し
て
感
動

　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
か
・
つ

　
　
　
　
せ
し
む
る
叢
口
行
な
る
か
な

　
金
水
が
記
し
た
小
栗
判
官
の
物
語
は
「
説
経
に
て
三
十
余
段
」

と
あ
る
の
で
薩
摩
派
の
説
経
祭
文
を
元
に
し
て
い
る
と
知
れ
る
。

薩
摩
派
の
『
小
栗
判
官
』
は
全
三
十
三
段
で
、
江
戸
初
期
の
説
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

節
が
五
段
で
あ
る
の
と
大
き
く
異
な
る
。
「
小
栗
判
官
代
助
重
」

と
い
う
記
述
は
、
薩
摩
派
の
正
本
で
は
光
重
な
の
で
不
審
だ
が
、

金
水
は
「
大
日
本
六
十
余
州
之
内
　
常
陸
」
の
話
と
し
て
小
栗
判

官
の
こ
と
を
採
り
上
げ
そ
の
「
伝
」
を
「
記
」
し
た
の
で
あ
り
、

直
接
説
経
節
に
つ
い
て
書
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。
主
人
公
の

名
を
「
小
栗
判
官
代
助
重
」
と
し
た
の
は
、
『
新
篇
常
陸
国
誌
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

或
い
は
合
巻
『
小
粟
判
官
一
代
記
」
に
よ
っ
て
、
「
伝
」
を
「
記
」

す
た
め
に
匡
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
賛

の
内
容
は
冒
頭
の
三
行
に
よ
れ
ば
説
経
祭
文
の
本
文
を
元
に
し
て

い
る
と
推
測
さ
れ
、
説
経
祭
文
の
江
戸
期
の
評
価
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
照
手
姫
の
貞
女
の
様
と
親
孝
行
と

が
称
揚
さ
れ
、
照
手
が
美
濃
国
青
墓
で
万
屋
長
右
衛
門
に
雇
わ
れ

小
萩
と
名
を
変
え
、
夫
小
栗
判
官
の
た
め
に
操
を
守
り
苦
難
を
甘

受
し
て
い
た
の
を
聴
衆
が
よ
く
弁
え
感
動
の
涙
を
流
し
て
い
た
こ

と
が
知
れ
る
。
す
な
わ
ち
貞
女
の
鏡
の
物
語
と
し
て
把
握
理
解
し

て
い
た
こ
と
、
及
び
涙
す
る
ま
で
に
純
心
な
気
持
で
鑑
賞
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

　
説
経
祭
文
の
詞
章
は
文
学
的
に
優
れ
た
も
の
と
い
い
難
く
冗
長

な
点
や
繰
り
返
し
が
多
い
欠
点
が
あ
る
も
の
の
（
語
り
物
と
し
て

耳
か
ら
聴
く
た
め
に
必
要
な
措
置
の
面
も
あ
ろ
う
が
）
、
人
々
を

感
動
せ
し
め
る
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
聴
衆
が
素
直
に
鑑

賞
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
後
々
に
関
東
各
地
の

主
に
農
村
部
に
薩
摩
派
の
説
経
祭
文
が
伝
わ
り
、
車
人
形
・
械
紗

人
形
・
串
人
形
・
写
し
絵
に
よ
う
て
昭
和
初
期
迄
盛
ん
に
上
演
さ

れ
、
今
尚
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
深
く
繋
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

歌
舞
伎
や
文
楽
は
構
成
の
妙
や
意
外
性
を
競
う
あ
ま
り
、
庶
民
の
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素
朴
な
感
情
か
ら
離
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
が
、
説
経
節
に
遺
さ
れ

て
い
る
、
単
純
で
は
あ
る
が
家
族
や
夫
婦
を
想
う
純
粋
な
心
の
表

現
が
説
経
祭
文
に
お
い
て
も
尚
も
人
々
に
感
動
を
与
え
て
い
た
の

で
あ
る
。
奇
を
街
う
芸
や
筋
よ
り
も
純
粋
に
民
の
心
を
表
現
す
る

話
が
都
市
で
も
農
村
で
も
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
越
後
の
盲
目
の
漂
泊
の
芸
能
者
と
し
て
名
高
い
警
女
の
段
物
と

い
わ
れ
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
祭
文
松
坂
が
あ
り
、
説
経
祭
文
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

深
い
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
鑑
賞
態
度
を
佐
久
間
淳
一

氏
が
『
警
女
の
民
俗
」
（
岩
崎
美
術
社
、
民
俗
民
芸
双
書
九
一
）

に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
そ
れ
に
依
拠
し
て
警
女
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帖
）

が
支
持
さ
れ
て
き
た
理
由
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
が
、
農
家
の
婦

女
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
淳
朴
な
心
と
説
経
祭
文
を
鑑
賞
し

て
い
た
都
市
民
と
一
脈
通
じ
て
い
る
。
そ
う
し
た
態
度
が
こ
の
金

水
の
賛
か
ら
汲
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
貞
女
が
称
揚
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
天
保

の
改
革
と
関
係
が
あ
ろ
う
が
、
既
に
小
粟
判
官
物
と
し
て
文
楽
や

歌
舞
伎
で
創
作
さ
れ
て
き
た
作
晶
の
傾
向
も
考
え
て
お
く
べ
き
で

あ
ろ
う
。
と
く
に
竹
田
出
雲
・
松
田
和
吉
作
『
小
栗
判
官
車
街

道
』
（
元
文
三
（
一
七
三
八
）
初
演
）
で
は
貞
女
の
鑑
と
し
て
照

手
以
外
の
女
性
さ
え
称
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
流
れ
に
お
い

て
、
照
手
姫
像
も
貞
女
ぶ
り
が
色
濃
く
語
ら
れ
味
わ
わ
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
越
後
の
刈
羽
警
女
の
一
人
で
一
九
七
〇
年
に
国
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
一
九
七
三
年
に
は
黄
綬
褒
章
を
受
け
た
伊
平
タ
ケ

氏
が
語
っ
た
祭
文
松
坂
『
小
栗
判
官
　
二
度
対
面
の
段
」
の
冒
頭

は　
　
次
は
さ
て
お
き
　
こ
こ
に
ま
た

　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
て
い
じ
ょ
う
（
貞
女
）
鏡
　
実
道
記
（
傍
点
筆
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
小
栗
判
官
　
上
中
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
と
始
ま
る
。
物
語
の
本
質
を
貞
女
の
鑑
と
捉
え
、
更
に
実
の
適

の
記
と
提
示
し
て
い
る
。
瞥
女
唄
祭
文
松
坂
は
説
経
祭
文
の
影
響

　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
（
岨
）

で
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
う
し
た
主
題
の
把
握
の
し

か
た
鑑
賞
の
し
か
た
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
横
瀬
の

人
形
芝
居
」
に
お
い
て
も
『
小
栗
判
官
実
遣
記
』
が
よ
く
上
演
さ

れ
る
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
の
つ
け
方
に
お
い
て
も
説
経
と
警
女
唄
と

の
関
連
を
推
測
さ
せ
ら
れ
る
が
、
内
容
の
把
握
の
し
か
た
に
お
い

て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
判
官
が
復
響
を
果
た
し
復
権
す
る

こ
と
も
実
道
の
一
つ
で
あ
づ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
伊
平
タ
ケ
の
語

り
口
よ
り
判
断
す
る
と
照
手
の
誠
の
心
が
実
道
の
主
た
る
も
の
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
金
水
が
記
す
当
時
の
聴
衆
の
理
解
の
し
か
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た
と
、
小
栗
判
官
物
の
ま
た
説
経
祭
文
の
『
小
栗
判
官
』
の
今
日

迄
伝
え
ら
れ
る
理
由
や
支
持
し
て
き
た
人
々
の
鑑
賞
の
あ
り
方
と

に
些
程
の
径
庭
の
な
い
こ
と
が
知
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

金
水
が
記
し
留
め
た
鑑
賞
の
し
か
た
こ
そ
が
説
経
祭
文
の
一
つ
の

支
持
基
盤
で
あ
り
、
興
隆
・
流
布
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。　

豊
国
の
錦
絵
が
資
料
と
し
て
貴
い
所
以
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ

う
に
当
時
の
評
価
が
分
か
る
に
留
ま
ら
な
い
。
こ
の
絵
の
制
作
年

時
も
限
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
賛
の
筆
者
松
亭
金
水
（
一
七
九

七
－
一
八
六
二
）
は
幕
末
の
人
情
本
作
家
で
、
天
保
二
（
一
八

三
一
）
か
ら
作
家
活
動
を
開
始
し
、
為
永
春
水
が
天
保
の
改
革

（
一
八
四
一
年
よ
り
始
ま
る
）
で
退
い
た
後
の
第
一
人
者
で
あ
っ

た
。
勧
善
懲
悪
思
想
の
作
な
ど
を
も
の
し
、
改
革
の
意
向
に
沿
う

作
家
で
も
あ
っ
た
。
先
述
の
評
価
は
そ
う
し
た
姿
勢
と
も
関
係
あ

ろ
う
か
。
金
水
の
賛
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
錦
絵
の
作
画
期

が
天
保
二
年
以
降
と
ま
ず
大
き
く
限
定
で
き
る
。

　
絵
師
の
香
蝶
楼
豊
国
は
、
三
代
目
歌
川
豊
国
（
一
七
八
六
1

　
　
（
岨
）

一
八
六
四
）
の
こ
と
で
、
歌
川
画
法
の
完
成
者
の
初
代
国
貞
の
こ

と
で
あ
る
。
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
1
同
年
十
二
月
二
日

に
弘
化
に
改
元
　
　
一
月
七
日
に
豊
国
襲
名
を
宣
言
し
、
四
月
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

日
に
披
露
の
書
画
会
を
開
催
し
て
い
る
。
香
蝶
楼
の
号
は
鈴
木
重

三
氏
に
よ
れ
ぱ
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
よ
り
使
用
、
「
終
期

は
嘉
永
三
、
四
年
頃
ら
し
い
」
と
記
さ
れ
る
と
と
も
に
「
こ
の
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

使
用
下
限
に
就
て
は
尚
精
査
し
た
い
」
と
慎
重
を
期
さ
れ
る
。

　
コ
マ
絵
の
絵
師
「
豊
国
門
人
国
政
」
は
こ
の
三
代
目
豊
国
の
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

婿
で
、
三
代
目
国
政
の
こ
と
で
あ
る
。
嘉
永
四
年
（
林
美
一
説
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

も
し
く
は
同
五
年
（
鈴
木
重
三
説
、
及
び
通
説
）
に
師
豊
国
よ
り

名
を
譲
ら
れ
二
代
目
国
貞
と
な
る
。
コ
マ
絵
と
は
い
え
署
名
入
り

で
師
弟
が
一
枚
の
絵
を
共
に
し
て
い
る
の
は
岳
父
と
女
婿
と
の
関

係
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
豊
国
の
引
き
立
て
目
の
懸
け
よ
う
が
知
れ

る
。　
こ
の
絵
の
左
端
に
錦
絵
版
行
の
許
可
印
で
あ
る
改
印
が
一
果

「
渡
」
と
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
単
独
の
名
主
の
改
印
の
型
式
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

改
印
型
式
が
八
期
に
分
類
さ
れ
て
い
る
う
ち
、
第
二
期
の
名
主
単

印
の
時
代
の
特
徴
と
知
れ
る
。
す
な
わ
ち
天
保
十
四
年
（
一
八
四

三
）
よ
り
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
と
限
定
さ
れ
る
。

　
以
上
、
年
代
推
定
に
必
要
な
判
明
事
項
を
列
挙
し
て
き
た
が
、

集
約
す
る
と
国
貞
が
三
代
目
豊
国
を
襲
名
し
た
天
保
十
五
年
（
一
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八
四
四
、
弘
化
元
）
か
ら
改
印
の
下
限
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

ま
で
に
こ
の
錦
絵
が
版
行
さ
れ
た
と
限
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

『
小
粟
判
官
の
世
界
』
で
は
弘
化
元
年
よ
り
三
年
と
し
た
が
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
老
中
水
野
忠
邦
に
よ
り
天
保
の
改
革
の
一
貫
と
し
て
、
天
保
十

三
年
に
、
前
年
堺
町
の
芝
居
町
が
回
禄
の
災
に
遭
い
、
浅
草
観
音

裏
に
新
設
の
芝
居
町
の
猿
若
町
に
歌
舞
伎
三
座
と
と
も
に
薩
摩
座

と
結
城
座
の
人
形
芝
居
二
座
も
移
転
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
直
後
に

画
・
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
三
代
目
豊
国
は
浮
世
絵
師
と
し
て
最
大
量
の
作
晶
を
残
し
、
役

者
絵
・
美
人
画
・
合
巻
類
の
挿
絵
に
優
れ
た
、
こ
の
期
の
代
表
的

絵
師
で
あ
る
。
ま
た
松
亭
金
水
も
当
時
の
一
級
の
戯
作
者
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
一
流
の
絵
師
と
戯
作
者
に
よ
っ
て
説
経
察
文
に
因

む
錦
絵
が
画
か
れ
て
い
た
こ
と
は
当
然
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
従
来
江
戸
期
に
お
け
る
薩
摩
派
の
動
向
が
杳
と
し
て
捉
え
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
弘
化
年
聞
に
は
一
定
の
評
価
が
与

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
期
に
は
薩
摩
太
夫
の
正
本
に
お
い
て
、
『
小
粟
判
官
』
に

限
っ
て
も
第
十
二
段
が
弘
化
三
年
に
再
版
本
を
吉
田
屋
小
吉
に
よ

り
出
版
さ
れ
て
い
る
（
早
大
本
請
求
番
号
二
1
3
－
2
8
及
び
二
ほ
1

9
。
こ
の
二
本
は
同
版
で
、
都
立
中
央
図
書
館
本
で
あ
る
天
保
十

一
年
再
版
の
後
刷
。
す
な
わ
ち
少
な
く
と
も
改
版
含
め
三
度
刷
ら

れ
た
こ
と
に
な
る
。
）
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
十
月
刊
「
か
わ
ら
版

ー
を
ぐ
り
連
合
）
第
八
号
に
よ
る
と
、
日
本
大
学
永
井
啓
夫
氏

と
高
達
奈
緒
美
氏
が
弘
化
四
年
刊
の
松
坂
屋
吉
蔵
版
、
薩
摩
若
太

夫
　
説
経
祭
文
『
小
栗
判
官
・
照
手
姫
』
の
一
部
を
収
集
さ
れ
て

い
る
由
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
版
元
が
異
な
っ
て
い
る
上
、
丁
数

も
吉
田
屋
版
と
若
干
異
な
っ
て
い
る
が
、
各
段
の
題
も
ほ
じ
一
致

し
、
薩
摩
若
太
夫
正
本
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
版
元
が
変
っ
た
理

由
が
不
明
で
あ
る
が
、
『
小
栗
判
官
』
の
人
気
の
程
が
窺
い
知
れ
、

薩
摩
派
の
盛
行
が
偲
ば
れ
る
。
『
小
粟
判
官
』
は
天
保
十
年
再
版
、

天
保
十
一
年
再
版
が
段
に
よ
っ
て
は
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び

先
の
錦
絵
の
出
版
と
併
せ
薩
摩
派
の
歴
史
を
考
え
る
に
あ
た
り
留

意
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
山
□
平
八
・
戸
部
銀
作

著
『
若
松
太
夫
芸
談
』
（
文
谷
書
房
　
昭
2
6
）
六
三
頁
に
「
天
保

（
一
八
三
〇
年
代
）
以
後
は
一
種
の
大
道
芸
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
あ
る
の
は
若
干
年
代
の
修
正
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

　
た
だ
し
『
市
中
取
締
類
集
』
芝
居
床
見
世
部
二
の
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
十
二
月
条
に
「
猿
若
町
壼
町
目
操
座
及
二
大
破
一
普

譜
致
し
候
迄
取
崩
置
候
儀
二
付
調
」
と
し
て
薩
摩
座
の
座
元
吉
右
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衛
門
が
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
乍
レ
恐
以
二
書
付
一
奉
。
願
上
一
候

　
　
一
、
猿
若
町
壼
町
目
操
座
吉
右
衛
門
奉
二
申
上
一
候
。
天
保
十

　
　
　
三
年
寅
年
六
月
中
、
当
所
江
操
座
芝
居
地
被
二
下
置
“
同

　
　
　
八
月
中
初
而
興
行
仕
、
去
ル
嘉
永
元
申
年
十
一
月
迄
興
行

　
　
　
仕
候
得
共
、
右
之
内
不
入
而
巳
打
続
、
日
数
纏
二
而
打
仕

　
　
　
舞
、
芝
居
家
作
修
復
等
も
行
届
兼
、
此
節
は
惣
体
大
破
お

　
　
　
よ
ひ
、
柱
根
等
も
朽
、
危
相
見
江
候
閥
、
追
而
普
譜
仕
候

　
　
　
迄
、
取
崩
し
置
申
度
奉
レ
存
候
間
、
此
段
御
聞
済
奉
二
願

　
　
　
上
一
候
。
以
上
。

　
　
　
　
嘉
永
三
戌
年
十
二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猿
若
町
壼
町
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
操
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煩
二
付
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
　
　
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
迄
興
行
を
重

ね
た
が
不
入
が
打
続
き
退
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
知

れ
る
。

　
ま
た
『
市
中
取
締
続
類
集
』
操
芝
居
之
部
上
の
嘉
永
六
年
（
一

八
五
三
）
三
月
九
日
付
「
操
座
山
山
稼
之
儀
二
付
御
内
意
奉
レ
伺
候

書
付
」
と
い
う
南
町
奉
行
池
田
播
磨
守
に
よ
る
老
中
阿
部
正
弘
宛

　
（
刎
）

質
問
状
に
よ
る
と

　
　
（
上
略
）

　
　
一
、
三
芝
居
廷
言
座
其
外
操
両
座
芝
居
共
、
先
般
猿
若
町
江

　
　
　
場
所
替
申
付
候
以
来
、
歌
舞
妓
之
方
は
仮
成
見
物
人
も
有

　
　
　
レ
之
引
続
興
行
仕
候
得
共
、
操
両
座
之
内
、
同
町
壼
町
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
天
倶
十
三
乖
x
同
十
四
畢
）

　
　
　
大
薩
摩
吉
右
衛
門
座
之
儀
は
、
去
ル
寅
年
・
卯
年
両
年
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
天
保
十
五
年
〕

　
　
　
操
三
度
程
興
行
仕
候
得
共
不
入
に
付
、
尚
又
辰
年
操
壼

　
　
　
度
・
子
供
芝
居
壼
度
・
人
形
無
レ
之
浄
瑠
理
壼
度
、

　
　
　
＾
弘
化
二
卑
）

　
　
　
巳
年
香
具
見
世
物
壼
度
、
都
合
七
度
程
興
行
仕
、
同
町
武

　
　
　
町
目
櫓
主
結
城
座
孫
三
郎
座
元
辰
太
夫
事
九
兵
衛
座
之
儀

　
　
　
　
　
＾
天
保
十
三
年
）
　
　
　
　
　
〔
天
保
十
四
年
〕
　
　
　
　
　
＾
天
保
十
五
年
〕

　
　
　
は
、
寅
年
操
壼
度
、
卯
年
操
両
度
、
辰
年
人
形
無
レ
之
浄

　
　
　
瑠
理
壼
度
、
都
合
四
度
興
行
仕
候
得
共
、
何
れ
も
不
繁
目
目

　
　
　
二
而
諸
掛
り
損
毛
致
し
候
二
付
相
止
、
其
余
素
浄
瑠
理
・

　
　
　
子
供
芝
居
等
致
し
候
得
共
、
何
れ
も
纏
之
日
数
二
而
相
止
、

　
　
　
＾
珂
永
二
年
〕

　
　
　
酉
年
迄
八
ケ
年
之
間
、
吉
右
衛
門
座
日
数
凡
三
百
日
程
、

　
　
　
同
所
九
兵
衛
座
凡
五
百
三
十
日
程
興
行
仕
候
得
共
、
全
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
弘
化
二
年
）

　
　
　
廷
言
仕
候
儀
は
稀
之
儀
二
有
レ
之
、
巳
年
以
来
捗
々
敷
興
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行
仕
候
儀
無
レ
之
相
休
罷
在
候
内
、
追
々
年
月
を
歴
、
芝

　
　
　
居
小
屋
破
損
修
復
も
難
二
相
成
一
打
捨
置
、
建
腐
同
様
二
相

　
　
　
成
、
風
雨
之
節
等
舞
一
心
許
一
、
（
以
下
略
）

　
と
あ
り
、
薩
摩
・
結
城
両
座
併
せ
て
天
保
十
三
年
よ
り
十
五
年

迄
計
七
度
、
人
形
の
な
い
浄
瑠
璃
が
二
度
行
わ
れ
る
の
み
で
あ
っ

た
と
い
う
。
浄
瑠
璃
の
中
味
が
分
か
ら
ず
義
太
夫
が
中
心
で
他
の

浄
瑠
璃
の
内
に
説
経
「
浄
瑠
璃
」
（
と
印
記
す
る
正
本
も
多
い
）

も
含
ん
で
い
よ
う
が
、
そ
れ
ら
の
合
計
と
す
れ
ば
、
説
経
「
浄
瑠

璃
」
の
上
演
の
機
会
は
一
層
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
八
年

問
で
薩
摩
座
は
「
三
百
日
程
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
約
二
九

二
〇
日
の
内
三
百
日
公
演
、
す
な
わ
ち
十
バ
ー
セ
ン
ト
強
の
興
行

率
で
十
日
に
一
日
の
割
合
、
結
城
座
は
「
五
百
二
十
日
程
」
な
の

で
約
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
強
で
六
日
に
一
日
の
割
合
と
い
う
惨
憎
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
）

る
有
様
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
尚
、
薩
摩
若
太
夫
が
当
初
の
よ
う
に

薩
摩
座
の
み
に
出
演
し
て
い
た
と
は
限
定
で
き
ず
、
結
城
座
に
も

出
演
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
結
城
座
は
元

来
説
経
節
の
座
と
し
て
出
発
し
て
お
り
、
今
に
続
く
結
城
座
も
第

二
次
世
界
大
戦
前
に
若
松
若
太
夫
と
共
演
し
て
交
流
が
あ
っ
た
。

と
も
か
く
座
元
や
名
題
の
証
言
と
し
て
興
行
的
に
は
振
わ
な
・
か
っ

た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
天
保
年
間
は
と
も
か
く
も
弘
化
年
間
、

嘉
永
初
に
は
全
く
振
わ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
安
藤
広
重
の
『
名
所
江
戸
百
景
』
の
内
「
猿
わ
か
町
よ
る
の

景
」
（
改
印
に
よ
り
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
版
行
と
知
れ
る
）

は
猿
若
町
の
夜
も
賑
う
様
子
を
描
く
有
名
な
錦
絵
で
あ
る
が
、
右

側
の
家
並
に
櫓
が
三
つ
描
か
れ
、
手
前
よ
り
森
田
屋
（
天
水
橘
に

名
が
入
っ
て
い
る
）
市
村
座
中
村
座
と
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
が
、

左
側
の
家
並
に
櫓
が
な
く
、
嘉
永
初
期
迄
は
市
村
座
の
向
い
に
結

城
座
が
、
中
村
座
の
向
い
奥
に
薩
摩
座
が
あ
っ
た
様
子
を
偲
ぶ
縁

も
な
い
。
、
満
月
が
南
方
の
中
天
に
懸
っ
て
い
る
（
の
に
誇
張
が
あ

ろ
う
が
）
こ
と
か
ら
真
夜
巾
に
近
い
時
刻
で
あ
ろ
う
か
そ
れ
と
も

恩
わ
れ
ぬ
人
の
出
で
あ
る
が
、
寂
し
さ
が
漂
う
よ
う
に
も
見
え
る

の
は
左
側
の
操
座
の
さ
び
れ
の
た
め
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

弘
化
四
年
よ
り
九
年
後
、
嘉
永
三
年
よ
り
三
年
後
な
の
で
瞬
く
間

の
さ
び
れ
よ
う
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
猿
若
町
へ
移
転
直
後
数
年
間
の
極
め
て
忽
卒
の
聞

に
、
江
戸
の
操
芝
居
と
し
て
最
後
の
光
荘
を
放
っ
て
い
た
時
に
、

豊
国
画
が
画
風
の
華
や
か
さ
（
浮
世
絵
史
の
明
ら
か
に
す
る
と
こ

ろ
で
は
、
天
保
の
取
締
り
直
後
よ
り
弘
化
の
年
号
を
重
ね
る
に
し

た
が
い
順
次
錦
絵
の
華
や
か
さ
が
取
り
戻
さ
れ
た
由
で
あ
る
か
ら
、

豊
国
筆
の
小
栗
判
官
の
錦
絵
の
作
画
期
は
弘
化
も
後
半
か
）
の
と
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お
り
興
業
成
績
に
も
か
か
わ
ら
ず
花
を
添
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
天
保
改
革
に
よ
る
綱
紀
粛
正
の
一
貫
と
し
て
、
照
手

の
貞
女
と
孝
と
が
好
き
材
、
好
き
範
と
し
て
称
揚
さ
れ
利
用
さ
れ

た
た
め
に
、
幸
運
に
も
一
級
の
戯
作
者
・
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ

出
版
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
尚
箕
言
を
加
え
れ
ば
、
豊
国
は
「
五
渡
亭
」
の
号
も
持
っ
て
お

り
、
鈴
木
重
三
氏
に
よ
れ
ば
、
彼
の
最
初
の
号
で
あ
る
と
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

長
く
愛
用
し
た
と
さ
れ
る
。
豊
国
の
伝
記
と
し
て
（
誤
り
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
の
で
慎
重
な
扱
い
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
）
仮
名
書
魯

文
誌
・
国
周
画
に
な
る
「
三
世
歌
川
豊
国
画
像
」
と
仮
題
さ
れ
る

大
判
錦
絵
が
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
「
本
所
五
ツ
目
の
産
」
「
此

頃
は
居
所
五
ツ
目
」
（
中
略
）
蜀
山
先
生
五
渡
亭
の
号
を
送
ら
る
」

と
あ
り
、
竪
川
五
之
橋
際
の
五
ツ
目
（
江
東
区
亀
戸
一
丁
目
）
の

出
身
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
初
代
薩
摩
若
太
夫
が

四
ツ
目
に
住
ん
で
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
ら
れ
る
。
四
ツ
目
と
五

ツ
目
と
は
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
隔
て
た
地
に
す
ぎ
な
い
。
若
太
夫

と
豊
国
と
の
年
齢
差
は
少
な
く
と
も
二
十
歳
か
ら
三
十
歳
、
若
太

夫
の
方
が
上
で
あ
っ
た
ろ
う
（
若
太
夫
の
肖
像
画
よ
り
判
断
す
る

に
、
五
十
歳
な
い
し
六
十
歳
、
あ
る
い
は
も
う
少
し
若
い
か
。
没

時
の
一
八
一
一
年
か
ら
遡
り
、
一
七
五
一
年
よ
り
六
一
年
頃
の
生

れ
と
仮
に
想
定
す
る
。
豊
国
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
生
）
。

年
令
的
に
は
二
人
の
交
流
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
た
だ
ち
に
結

び
つ
け
ず
と
も
、
生
れ
た
地
や
住
ん
で
い
た
所
に
因
む
号
を
愛
用

し
て
い
た
豊
国
が
、
住
ん
で
い
た
地
を
紋
に
活
か
し
た
若
太
夫
の

こ
と
を
知
り
、
し
か
も
そ
れ
が
至
近
の
地
で
あ
う
た
と
知
り
え
て

い
た
な
ら
ば
、
親
近
感
を
抱
い
て
筆
を
染
め
た
可
能
性
も
生
じ
て

こ
な
い
－
か
、
と
憶
測
を
邊
し
く
す
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
な
ら
ば
豊

国
も
自
身
最
も
愛
用
す
る
五
渡
亭
の
号
を
用
い
て
応
え
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
金
水
は
と
も
か
く
豊

国
は
小
栗
の
話
を
説
経
祭
文
に
よ
う
て
弁
え
て
い
た
と
は
限
ら
な

い
の
で
、
し
い
て
豊
国
と
薩
摩
若
太
夫
と
を
結
び
つ
け
る
に
は
及

ば
な
い
の
で
あ
る
が
。

　
と
も
か
く
も
一
次
資
料
と
し
て
極
め
て
貴
重
な
資
料
が
出
現
し
、

当
時
の
評
価
を
唯
一
伝
え
て
い
る
の
で
、
尚
後
考
を
期
し
た
い
。

4

　
乏
し
い
資
料
の
中
か
ら
、
ま
た
調
査
し
え
た
僅
か
な
正
本
に
よ

っ
て
江
戸
期
の
資
料
を
集
成
し
薩
摩
派
の
動
向
を
略
年
譜
に
整
理

し
て
お
こ
う
。
後
日
調
査
の
進
ん
だ
折
に
改
め
て
纏
ま
う
た
年
譜

が
作
成
さ
れ
る
一
助
と
な
る
た
め
に
。
そ
の
目
安
や
手
掛
り
に
な
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る
よ
う
、
後
に
訂
正
さ
れ
る
べ
き
点
も
多
い
で
あ
ろ
う
が
、

ま
ず
略
記
し
て
お
く
。

寛
政
年
間
（
一
七
八
九
－
一
八
〇
一
）

　
　
山
伏
の
祭
文
か
た
り
、
小
松
大
け
う
・

　
　
を
語
る
（
『
嬉
遊
笑
覧
』
）

ひ
と

み
の
わ
大
け
う
祭
文

寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）

　
　
三
月
二
八
日
、
四
代
目
岩
井
半
四
郎
没
。
『
小
栗
判
官
』
第

　
　
十
七
段
下
に
浦
君
の
婆
が
自
ら
を
女
形
で
名
高
い
半
四
郎
を

　
　
引
い
て
美
女
に
楡
え
て
い
る
。
但
し
、
第
十
七
段
下
に
み
え

　
　
る
半
四
郎
は
五
代
目
と
考
え
る
べ
き
か
（
文
化
元
年
の
項
参

　
　
照
）
。

享
和
頃
（
一
八
〇
一
－
〇
四
）

　
　
元
年
七
月
二
二
日
肥
前
座
休
座
『
旧
記
拾
要
集
」
、
二
年
五

　
　
月
五
日
前
後
よ
り
薩
摩
座
（
小
平
太
座
）
に
替
る
。
以
後
結

　
　
城
座
、
肥
前
座
、
土
佐
座
と
と
も
に
天
保
迄
浮
沈
頻
繁
。

　
　
堺
町
で
薩
摩
座
の
名
題
を
以
て
、
初
代
薩
摩
若
太
夫
が
説
経

　
　
芝
居
を
は
じ
め
て
興
行
す
る
。
薩
摩
座
と
し
て
も
独
自
の
い

わ
ば
座
付
き
の
操
芝
居
を
確
保
し
え
、
歓
迎
す
べ
き
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
畠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
聞
の
ま
に
ま
に
』
に
異
説
。

元
年
上
絵
師
池
田
熊
吉
（
一
説
に
高
松
熊
吉
）
写
し
絵
を
目

作
自
演
す
る
。
回
二
年
都
楽
と
名
乗
り
、
神
楽
坂
の
寄
席
に

出
演
。

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

　
　
十
一
月
、
五
代
目
岩
井
半
四
郎
二
八
才
で
襲
名
（
天
保
三
年

　
　
（
一
八
三
二
）
十
一
月
杜
若
に
改
名
）
。
五
代
目
半
四
郎
は
愛

　
　
嬬
色
気
に
優
れ
た
美
貌
の
女
形
で
女
形
の
代
表
的
役
者
で
あ

　
　
り
、
同
時
に
毒
婦
や
悪
婆
の
役
柄
を
確
立
し
た
人
と
し
て
も

　
　
名
高
か
っ
た
。
上
述
の
浦
君
の
婆
は
悪
役
で
あ
る
の
で
、
四

　
　
代
目
半
四
郎
よ
り
も
五
代
目
に
楡
え
た
方
が
、
ふ
さ
わ
し
い

　
　
で
あ
ろ
う
。
悪
婆
で
あ
る
浦
君
の
婆
が
自
ら
を
美
女
に
楡
え

　
　
な
が
ら
皮
肉
に
も
悪
婆
と
気
づ
か
ず
に
告
白
し
て
い
る
滑
稽

　
　
さ
が
生
じ
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
し
た
が
っ
て
五
代
目
半
四
郎
と
み
る
と
『
小
栗
判
官
』
正

　
　
本
の
初
版
は
文
化
元
年
以
降
の
出
版
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
尚
、
こ
の
十
七
段
下
に
「
此
ま
へ
は
や
う
た
「
白
木
や
の

　
　
お
駒
」
と
あ
る
の
は
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
初
演
の
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、

『
恋
娘
昔
八
丈
」
に
発
す
る
「
白
子
屋
」
物
の
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、
以
後
義
太
夫
節
の
み
な
ら
ず
富
本
節
、
新
内
、
歌
舞

伎
で
も
流
行
ら
さ
れ
た
よ
う
で
目
下
の
と
こ
ろ
特
定
で
き
な

い
。

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）

　
　
十
一
月
四
日
、
初
代
薩
摩
若
太
夫
没
（
初
代
薩
摩
若
太
夫
像
、

　
　
『
嬉
遊
笑
覧
』
）
。

　
　
『
小
栗
判
官
』
が
初
代
の
語
り
の
詞
旬
を
伝
え
る
も
の
な
ら

　
　
ば
、
文
化
八
年
以
前
成
立
。
刊
行
も
な
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

　
　
文
化
元
年
－
八
年
に
初
版
刊
と
な
る
。

　
　
　
尚
、
こ
の
年
、
五
代
目
薩
摩
若
太
夫
（
諏
訪
仙
之
助
）
、

　
　
二
代
目
千
代
太
夫
、
若
登
太
夫
が
生
ま
れ
て
い
る
。

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

　
　
四
月
、
喜
多
村
信
節
『
聞
の
ま
に
ま
に
』
に
「
説
経
上
る
り
」

　
　
と
あ
る
。
薩
摩
若
太
夫
正
本
に
は
「
説
経
祭
文
（
さ
い
も

　
　
ん
）
」
「
説
経
」
「
説
経
浄
瑠
璃
」
と
ま
ち
ま
ち
に
記
さ
れ
る

　
　
が
、
こ
の
順
に
変
更
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
段
が
あ

　
　
る
（
た
と
え
ぱ
箪
二
二
段
上
の
諸
本
を
比
べ
る
と
都
立
中
央

図
書
館
本
に
は
「
説
経
さ
い
も
ん
」
と
あ
り
、
早
大
本
（
請

求
番
号
二
1
3
－
1
3
）
は
同
版
で
「
さ
い
も
ん
」
の
部
分
を
削

っ
て
い
る
。
更
に
早
大
本
（
請
求
番
号
二
1
3
－
9
）
は
異
版

に
な
り
「
説
経
浄
瑠
璃
」
と
刻
さ
れ
る
。
篶
庭
が
「
説
経
上

る
り
」
と
記
し
て
い
た
頃
に
は
こ
の
よ
う
に
呼
称
さ
れ
る
の

が
通
例
で
あ
っ
た
な
ら
ぱ
、
正
本
の
年
代
判
別
に
も
資
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
篶
庭
は
誰
よ
り
も
薩
摩
派
の
出
発
が
説
経

祭
文
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
人
で
あ
れ
ば
こ
そ
留
意

さ
れ
る
。

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

　
　
十
一
月
四
日
、
初
代
薩
摩
若
太
夫
十
七
回
忌
追
善
の
肖
像
が

　
　
描
か
れ
る
（
八
王
子
郷
土
資
料
館
蔵
、
十
代
目
薩
摩
若
太
夫

　
　
旧
蔵
の
追
善
絵
）

文
政
士
二
年
（
一
八
三
〇
）

　
　
二
次
資
料
で
あ
り
な
が
ら
江
戸
期
の
薩
摩
派
の
動
静
を
詳
述

　
　
す
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
、
篶
庭
喜
多
村
信
節
『
嬉
遊
笑

　
　
覧
』
序
成
立
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天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

　
　
十
一
月
、
五
代
目
岩
井
半
四
郎
、
杜
若
に
改
名
。
『
小
栗
判

　
　
官
』
第
十
七
段
下
は
遅
く
と
も
こ
の
年
以
前
の
成
立
・
刊
行

　
　
で
あ
ろ
う
。

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

　
　
七
月
二
二
日
に
都
立
中
央
図
書
館
蔵
説
経
祭
文
『
小
栗
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
産
カ
〕

　
　
官
』
第
二
七
段
が
「
江
戸
朝
草
前
」
で
買
わ
れ
た
旨
の
書
き

　
　
込
み
が
あ
る
。
第
三
十
三
段
末
の
書
き
込
み
に
よ
れ
ば
第
二

　
　
二
段
よ
り
第
三
三
段
迄
一
括
り
に
購
入
さ
れ
た
も
の
と
判
断

　
　
さ
れ
る
。
刷
も
早
大
本
（
請
求
番
号
二
1
3
－
1
3
）
よ
り
よ
い
。

　
　
更
に
こ
の
本
は
埼
玉
県
不
動
岡
の
不
動
寺
で
転
売
さ
れ
た
旨

　
　
の
書
き
込
み
が
あ
る
（
第
二
五
段
上
、
二
十
八
段
）
。
地
方

　
　
で
も
正
本
が
購
入
し
て
ま
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

　
　
れ
る
。
尚
、
天
保
十
一
年
の
項
に
記
す
よ
う
に
、
都
立
中
央

　
　
図
書
館
蔵
本
第
十
二
段
表
紙
に
記
さ
れ
る
太
夫
名
の
な
か
に

　
　
「
サ
ヅ
テ
薩
摩
津
太
夫
」
、
「
ク
キ
薩
摩
美
代
太
夫
」
、
三
味
線
方

　
　
「
サ
ソ
テ
京
屋
巴
蝶
」
と
わ
ざ
わ
ざ
刷
り
込
ま
れ
て
あ
る
（
早

　
　
大
本
の
二
本
（
請
求
番
号
二
1
3
1
2
8
、
二
1
3
1
9
）
は
都
立

　
　
中
央
図
書
館
本
の
後
刷
で
刊
行
時
も
弘
化
三
年
に
な
っ
て
い

　
　
る
。
こ
の
地
名
の
刷
り
込
み
で
削
っ
て
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、

　
　
上
述
の
三
人
の
地
名
は
同
じ
）
。
早
大
本
（
二
1
3
1
1
3
）
の

　
　
第
二
十
段
上
に
も
地
名
記
載
が
あ
り
、
『
ヵ
ス
カ
ベ
薩
摩
歌
根

　
　
太
夫
」
、
三
味
線
方
「
コ
ゥ
ノ
ス
京
屋
新
造
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
埼
玉
県
東
北
部
、
中
央
部
で
中
央
の
座
に
輩
出
す
る
程
の
普

　
　
及
状
況
が
知
ら
れ
、
先
の
不
動
岡
も
付
近
で
あ
る
こ
と
に
留

　
　
意
さ
れ
る
。
こ
の
年
満
十
歳
（
文
政
六
年
生
）
の
日
暮
竜
ト

　
　
が
こ
の
地
域
（
騎
西
町
）
出
身
で
あ
る
の
も
興
味
深
い
。
竜

　
　
ト
は
六
代
目
薩
摩
若
太
夫
を
継
ぐ
か
と
属
目
さ
れ
て
い
た
語

　
　
り
手
で
、
後
騎
西
に
戻
っ
て
か
ら
も
多
数
の
門
弟
を
擁
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

　
　
い
た
こ
と
が
墓
石
に
刻
さ
れ
た
門
弟
名
で
知
ら
れ
る
。
竜
ト

　
　
が
説
経
の
語
り
手
に
な
っ
た
り
、
弟
子
を
多
数
養
成
し
え
た

　
　
の
も
埼
玉
県
東
北
部
・
中
央
部
の
江
戸
期
の
説
経
節
の
普
及

　
　
状
況
と
無
縁
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

　
　
早
大
本
（
請
求
番
号
二
1
3
－
2
8
、
二
1
3
－
9
）
の
二
本
と
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
立
中
央
図
書
館
蔵
本
の
第
三
段
上
に
「
天
保
十
巳
亥
再
版
」

　
　
と
あ
る
。
太
夫
名
（
「
薩
摩
」
を
略
す
。
以
下
同
様
）
「
若
太

　
　
夫
、
干
賀
太
夫
、
津
賀
太
夫
、
辰
太
夫
、
安
佐
太
夫
、
若
尾
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太
夫
、
美
名
太
夫
、
駒
太
夫
、
高
太
夫
、
若
丸
太
夫
、
錦
太

夫
、
寿
賀
太
夫
、
粂
尾
太
夫
、
浪
太
夫
、
伊
久
太
夫
、
歌
根

太
夫
、
登
志
太
夫
、
津
多
太
夫
」
三
味
線
方
（
京
屋
名
を
略

す
。
以
下
同
様
。
）
「
松
五
郎
、
新
蔵
、
房
吉
、
吉
造
、
吾

蝶
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
年
の
座
の
状
況
の
一
端
が
知
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
早
大
本
（
請
求
番
号
二
1
3
1
1
3
）
第
三
段

上
は
表
紙
の
み
別
刷
で
あ
る
（
本
文
は
先
の
三
本
は
こ
の
本

の
後
刷
）
。
こ
ち
ら
が
先
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

版
元
も
和
泉
屋
栄
吉
と
吉
田
屋
小
吉
の
共
版
で
、
吉
田
屋
単

独
の
先
の
三
本
と
異
な
っ
て
い
る
。
吉
田
屋
版
に
は
和
泉
屋

名
を
削
っ
た
も
の
が
よ
く
あ
る
。
あ
れ
こ
れ
勘
案
す
る
に
、

共
版
の
方
が
早
く
に
刊
行
さ
れ
た
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
阜
大
本
（
二
1
3
－
1
3
）
の
太
夫
名
は
「
若
太
夫
、

伊
勢
太
夫
、
近
太
夫
、
兼
太
夫
、
高
太
夫
、
音
太
夫
、
浜
太

夫
」
、
三
味
線
方
「
粂
吉
、
吉
治
」
と
あ
る
。
天
保
十
年
よ

り
ど
れ
程
遡
る
時
の
刊
行
か
確
定
で
き
な
い
が
、
座
の
状
況

を
賄
分
け
し
て
い
く
た
め
に
指
標
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
尚
、

こ
れ
ら
の
太
夫
名
と
『
嬉
遊
笑
覧
』
に
記
さ
れ
た
「
島
太
夫
、

千
賀
太
夫
、
音
羽
太
夫
、
栄
嬉
太
夫
、
染
太
夫
」
と
重
な
る

太
夫
名
が
な
い
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
る
。
草
創
期
の
太
夫
が

一
人
も
い
な
い
の
は
、
こ
の
版
が
初
代
若
太
夫
存
命
期
の
刊

行
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）

　
　
前
年
と
同
じ
三
本
の
、
第
十
四
段
の
表
紙
に
「
天
保
十
一
庚

　
　
子
歳
再
版
」
と
あ
り
、
太
夫
名
「
若
太
夫
、
若
子
太
夫
、
千

　
　
賀
太
夫
、
梅
太
夫
、
岡
戸
太
夫
、
千
世
太
夫
、
若
丸
太
夫
、

　
　
咲
太
夫
、
浪
太
夫
、
美
名
太
夫
、
若
尾
太
夫
、
稲
太
夫
、
氏

　
　
太
夫
」
、
三
絃
方
「
新
造
、
治
郎
吉
、
源
兵
衛
、
松
五
郎
」
。

　
　
三
絃
方
は
前
年
と
一
部
重
な
る
が
、
太
夫
名
は
若
太
夫
、
千

　
　
賀
太
夫
他
三
名
以
外
大
き
く
巽
な
る
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ

　
　
太
夫
名
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
意
図
的
な
も
の
を

　
　
考
え
さ
せ
る
。
若
子
太
夫
が
千
賀
太
夫
よ
り
上
席
に
格
付
さ

　
　
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
版
の
紋
所
に
つ
い
て
は

　
　
先
述
し
た
と
お
り
で
、
「
四
つ
目
」
紋
と
「
石
畳
」
紋
を
組

　
　
合
せ
た
薩
摩
の
通
例
の
紋
様
に
、
更
に
「
丸
に
十
の
字
」
紋

　
　
を
組
み
込
ん
だ
紋
で
あ
る
。

　
　
こ
の
年
に
第
十
二
段
も
再
版
さ
れ
て
い
る
。
都
立
中
央
図
書

　
　
館
蔵
本
の
そ
れ
で
あ
る
。
太
夫
名
「
若
太
夫
、
和
歌
子
太
夫
、

　
　
絹
太
夫
、
歌
根
太
夫
、
ノ
タ
千
鳥
太
夫
、
邑
太
夫
、
サ
ソ
テ
津
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太
夫
、
登
志
太
夫
、
浪
太
夫
、
伊
久
太
夫
、
ノ
シ
登
美
太
夫
、

　
　
ク
キ
美
代
太
夫
、
近
太
夫
」
、
三
絃
方
「
正
三
、
新
造
、
サ
ツ

　
　
テ
巴
蝶
、
治
郎
吉
、
錦
糸
」
。
和
歌
子
太
夫
と
前
掲
第
十
四

　
　
段
の
「
若
子
太
夫
」
と
は
同
じ
で
あ
ろ
う
が
、
他
の
太
夫
は

　
　
大
幅
に
異
な
る
。
先
に
留
意
し
た
よ
う
に
地
名
が
記
さ
れ
る

　
　
の
も
興
味
深
い
。
（
尚
、
早
大
本
の
請
求
番
号
（
二
1
3
－
2
8
、

　
　
二
1
3
1
9
）
の
こ
の
段
は
弘
化
三
年
再
版
と
刻
さ
れ
て
お
り
、

　
　
都
立
本
の
後
刷
で
あ
る
。
）
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
十
二
段

　
　
と
第
十
四
段
と
で
太
夫
名
が
異
な
る
の
は
担
当
す
る
段
が
違

　
　
う
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）

　
　
十
月
七
日
堺
町
の
中
村
座
・
市
村
座
・
操
座
焼
失
。
十
二
月

　
　
十
八
日
猿
若
町
へ
移
転
通
達
（
『
御
免
御
触
書
集
覧
』
）
。

　
　
尚
、
『
狭
山
古
文
書
叢
書
』
第
十
集
（
平
成
五
年
、
狭
山
古

　
　
文
書
阯
強
会
）
に
紹
介
さ
れ
た
薩
摩
若
太
夫
正
本
、
説
経
浄

　
　
瑠
璃
『
盧
屋
道
満
大
内
鑑
」
は
こ
の
年
五
月
の
刊
行
で
あ
る
。

　
　
太
夫
名
「
若
太
夫
、
浜
太
夫
、
小
和
歌
太
夫
、
仲
太
夫
、
富

　
　
士
太
夫
、
辰
太
夫
」
、
三
絃
方
「
松
五
郎
、
新
蔵
、
冠
糸
」
。

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

　
　
六
月
、
猿
若
町
に
歌
舞
伎
の
三
座
と
と
も
に
薩
摩
座
及
び
結

　
　
城
座
移
転
（
『
市
中
取
締
類
集
』
、
本
稿
二
五
頁
参
照
）
。

　
　
八
月
興
行
開
始
（
同
右
）
。

　
　
上
演
状
況
は
本
稿
二
五
頁
参
照
。

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）

　
　
上
演
状
況
は
右
に
同
じ
く
二
五
頁
参
照
。

天
保
十
五
年
、
十
二
月
二
日
よ
り
弘
化
に
改
元
（
一
八
四
四
）

　
　
三
代
目
豊
国
画
、
こ
の
年
よ
り
弘
化
四
年
の
間
に
描
か
れ
る
。

　
　
上
演
状
況
前
項
に
同
じ
。

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

　
　
早
大
本
（
講
求
番
号
二
1
3
－
2
8
、
二
1
3
1
9
）
第
十
二
段
が

　
　
こ
の
年
刊
行
さ
れ
る
。
天
保
十
一
年
の
項
に
記
し
た
よ
う
に

　
　
都
立
中
央
図
書
館
本
の
後
刷
。
た
だ
し
太
夫
名
に
お
い
て
千

　
　
鳥
太
夫
と
登
美
太
夫
の
二
名
の
み
右
肩
の
地
名
が
な
ぜ
か
削

　
　
ら
れ
て
い
る
。
天
保
十
二
年
の
項
に
載
せ
た
『
蔵
屋
道
満
大

　
　
内
鑑
』
の
太
夫
名
が
前
年
の
と
大
幅
に
異
な
っ
て
い
た
が
、
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ま
た
十
一
年
の
そ
れ
に
復
帰
し
た
こ
と
に
な
る
。
先
述
の
よ

う
に
（
＝
二
頁
・
三
二
頁
）
第
十
二
段
は
少
な
く
と
も
二
版

あ
り
三
回
刷
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
他
段
に
お
い
て
も
同
版

で
も
後
刷
の
徴
証
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
随
分
あ
り
、

複
雑
な
刊
行
状
況
を
推
測
さ
せ
る
が
、
一
回
限
り
で
な
く
そ

れ
だ
け
何
度
も
刊
行
さ
れ
た
ら
し
い
。

結
城
座
取
り
壊
し
の
願
書
四
月
七
日
提
出
さ
れ
る

　
　
（
刎
）

取
締
類
集
』
）
。
四
月
よ
り
休
座
（
『
武
江
年
表
』
）

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

　
　
市
中
へ
操
座
出
稼
に
つ
い
て
幕
府
の
状
況
報
告

　
　
　
　
（
泌
）

　
　
締
続
類
集
』
）

（
『
市
中

（
『
市
中
取
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弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

　
　
三
代
目
豊
国
画
の
下
限
。

　
　
松
坂
屋
吉
蔵
刊
『
小
栗
判
官
・
照
手
姫
」

　
　
照
）

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

　
　
十
一
月
迄
薩
摩
座
興
行

　
　
照
）
。

刊

（
二
四
頁
参

（
『
市
中
取
締
類
集
」
）
（
二
五
頁
参

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

　
　
薩
摩
座
取
り
崩
し
の
願
い
文

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

（
前
項
に
同
）
、
十
二
月
許
可
。

安
政
年
間
（
一
八
五
四
　
　
一
八
六
〇
）

　
　
三
代
目
薩
摩
若
太
夫
、
埼
玉
県
秩
父
郡
大
滝
村
の
三
峰
神
社

　
　
参
詣
（
江
戸
で
立
ち
行
か
な
く
な
り
起
死
回
生
を
祈
願
し
に

　
　
参
詣
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
妙
見
信
仰
の
山
岳
信
仰
・
山
伏

　
　
修
行
の
地
へ
の
参
詣
に
留
意
さ
れ
る
。
十
九
頁
で
検
討
し
た

　
　
よ
う
な
意
味
合
い
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
も
の
か
。
）
、
柴
原
の

　
　
鉱
泉
宿
に
湯
治
、
地
元
の
坂
本
藤
吉
（
文
化
八
年
生
、
明
三

　
　
一
年
没
）
が
師
事
し
、
後
江
戸
に
出
て
若
登
太
夫
を
名
乗
る
。

　
　
安
政
以
前
、
若
狭
若
太
夫
（
他
に
若
狭
（
以
下
同
じ
く
、
略

　
　
す
）
浜
太
夫
、
桝
太
夫
、
伊
世
太
夫
、
三
保
太
夫
、
千
賀
太

　
　
夫
、
三
弦
方
辰
治
、
粂
吉
）
1
薩
摩
が
一
時
名
を
変
え
た

　
　
か
1
説
経
さ
い
も
ん
『
小
栗
判
官
て
る
手
姫
　
清
水
の
だ

　
　
ん
』
が
大
坂
「
わ
た
」
版
で
出
版
さ
れ
て
い
る
（
国
文
学
研
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究
資
料
館
所
蔵
『
説
経
祭
文
』
所
収
）
。

四
年
八
月
よ
り
十
月
迄
、
名
古
屋
若
宮
境
内
芝
居
と
し
て
岡

本
美
矢
登
太
夫
他
に
よ
る
説
経
新
内
で
「
小
栗
判
官
」
他
が

上
演
さ
れ
た
（
早
大
演
劇
博
物
館
蔵
、
番
付
）
。

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

　
　
五
月
『
説
経
規
定
』
並
ぴ
に
『
門
弟
連
名
控
』
が
書
き
留
め

　
　
ら
れ
る
（
八
王
子
郷
土
資
料
館
蔵
、
故
十
代
目
薩
摩
若
太
夫

　
　
旧
蔵
。
『
多
摩
文
化
』
二
〇
号
及
び
特
別
展
図
録
『
東
京
の

　
　
娯
楽
』
（
八
王
子
郷
土
資
料
館
刊
、
昭
5
8
）
）

太
夫
で
生
没
年
が
判
明
し
て
い
る
も
の
が
若
干
知
ら
れ
る
が
、

こ
の
略
年
譜
中
の
太
夫
と
同
一
人
物
と
た
だ
ち
に
特
定
で
き
る
も

の
は
殆
ど
い
な
い
の
で
、
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

（
1
）
明
治
期
以
降
は
か
な
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
永
井
啓
夫

　
「
明
治
期
に
お
け
る
説
経
節
の
動
向
」
『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
学

術
研
究
』
第
四
号
（
昭
5
0
）
、
『
説
経
節
と
若
松
若
太
夫
」
（
板
橋
区

　
教
育
委
員
会
、
平
5
）
、
『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
八
○
号
（
特
集
多
摩
の

　
説
経
節
）
（
た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団
　
平
7
）
他
。

（
2
）
　
と
も
に
八
王
子
郷
土
資
料
館
蔵
。
薩
摩
若
太
夫
像
の
写
真
は

『
説
経
浄
瑠
璃
・
車
人
形
・
写
し
絵
』
（
八
王
子
車
人
形
・
説
経
浄
瑠

璃
の
会
　
昭
5
8
）
、
『
小
栗
判
官
の
世
界
』
（
第
五
回
全
国
を
ぐ
り
サ

　
ミ
ッ
ト
「
八
王
子
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
実
行
委
員
会
　
一
九

九
五
年
）
、
前
掲
『
説
経
節
と
若
松
若
太
夫
』
に
載
る
。
『
門
弟
控
』

　
は
『
多
摩
文
化
』
二
〇
号
（
車
人
形
特
集
）
（
多
摩
文
化
研
究
会

昭
4
3
）
、
特
別
展
図
録
『
東
京
の
娯
楽
』
（
八
王
子
郷
土
資
料
館
　
昭

　
5
8
）
に
翻
刻
が
あ
る
。

（
3
）
　
翻
刻
は
、
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十
七
巻
（
二
二
書

房
　
昭
4
7
）
、
和
光
大
学
「
人
文
学
部
紀
要
」
第
二
六
号
（
一
九
九

　
一
年
）
及
び
第
二
七
号
（
一
九
九
二
年
）
、
『
狭
山
古
文
書
叢
書
』
第

　
九
集
（
狭
山
古
文
書
勉
強
会
　
平
4
）
及
び
第
十
集
、
前
掲
『
小
栗

　
判
官
の
世
界
』
に
あ
る
。

（
4
）
　
「
か
わ
ら
版
　
　
を
ぐ
り
連
合
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
第
八
号
（
平

　
七
年
十
月
）
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
前
掲
『
小
栗
判
宮
の
世
界
』
五
〇
頁
、
六
五
頁
。
及
ぴ
前
掲

　
『
説
経
節
と
若
松
若
太
夫
』
一
五
頁
。

（
6
）
　
『
横
瀬
の
人
形
芝
居
」
（
横
瀬
村
教
育
委
員
会
　
昭
5
9
）
四
二
頁
、

　
五
八
頁
、
六
一
頁
の
見
台
。

（
7
）
注
（
6
）
に
同
じ
く
六
三
頁
。

（
8
）
　
『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
五
七
号
（
特
集
　
多
摩
の
伝
統
芸
能
）

　
（
多
摩
中
央
信
用
金
庫
　
平
元
）
グ
ラ
ピ
ア
八
頁
の
上
の
写
真
参
照
。

（
9
）
　
前
掲
注
（
3
）
に
『
狭
山
古
文
書
叢
書
』
第
九
集
グ
ラ
ビ
ア
ニ

　
頁
、
三
頁
。

（
1
0
）
　
前
掲
注
（
8
）
十
六
頁
、
十
七
頁
、
十
八
貢
。
及
び
前
掲
『
小

　
栗
判
宮
の
世
界
』
二
二
頁
、
二
一
二
頁
。
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（
1
1
）
　
浮
世
絵
の
歌
川
派
で
は
、
一
門
と
し
て
認
定
さ
れ
る
と
「
歌

　
川
」
の
姓
と
と
も
に
「
年
之
丸
」
紋
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。
又
一
門

　
の
長
は
こ
れ
と
区
別
し
て
「
髭
年
之
丸
」
紋
を
使
用
し
た
由
で
あ
る

　
（
六
代
目
歌
川
豊
国
「
浮
世
絵
の
奔
流
　
歌
川
派
の
家
紋
と
家
系
」

　
『
浮
世
絵
』
六
四
号
）

（
1
2
）
　
『
東
京
市
史
稿
』
橋
梁
篇
第
一
。
『
御
府
内
備
考
』
巻
二
二
一
本

　
所
之
六
「
茅
場
町
三
丁
目
」
条
「
町
内
里
俗
　
四
ツ
目
卜
相
唱
申

　
候
」
。
『
本
所
区
史
』
「
茅
場
町
　
自
一
丁
目
至
三
丁
目
」
「
三
丁
目
は

　
（
中
略
）
里
俗
四
ツ
目
前
栽
場
と
い
ふ
」
。

　
現
在
の
江
東
橋
三
丁
目
一
番
地
よ
り
四
番
地
は
長
く
本
所
区
茅
場
町

　
三
丁
目
と
な
っ
て
い
た
が
地
区
改
正
さ
れ
現
在
の
地
番
に
な
る
。
こ

　
の
茅
場
町
は
種
々
の
江
戸
切
絵
図
類
、
例
え
ぱ
「
本
所
深
川
絵
図
」

　
「
本
所
絵
図
」
「
本
所
猿
江
亀
戸
村
辺
絵
図
」
で
容
易
に
確
認
し
う
る
。

（
1
3
）
　
弘
化
三
年
刊
、
二
世
南
仙
笑
楚
満
人
遺
稿
・
松
亭
金
水
補
綴
。

　
豊
国
画
と
前
後
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
金
水
が
補
綴
し
て
い
る
こ

　
と
に
注
目
さ
れ
る
。

（
1
4
）
　
拙
稿
「
説
経
節
の
伝
統
　
　
説
経
祭
文
と
越
後
警
女
1
」

　
二
橋
論
叢
」
第
九
七
巻
三
号
（
一
九
八
七
年
）
及
ぴ
、
同
論
文
二

　
三
頁
。

（
1
5
）
　
注
（
1
4
）
に
同
じ
く
四
一
頁
何

（
1
6
）
　
中
野
忠
之
『
小
栗
城
　
　
小
栗
判
官
と
照
手
姫
1
」
上
巻

　
（
筑
波
書
林
　
平
3
）
で
、
「
国
芳
図
絵
」
に
照
手
姫
は
「
横
山
が
養

　
い
娘
に
し
て
。
容
顔
美
稀
な
り
。
深
く
小
栗
に
馴
染
み
て
よ
り
一
た

　
ぴ
別
れ
し
が
。
堅
く
貞
節
を
守
り
て
。
再
ぴ
家
を
輿
し
て
美
名
を
あ

　
ら
わ
す
」
と
あ
る
と
紹
介
さ
れ
る
の
も
同
じ
鑑
賞
態
度
で
あ
る
。

（
1
7
）
　
鈴
木
昭
英
他
『
伊
平
タ
ケ
聞
き
書
　
越
後
の
警
女
』
（
講
談
社

　
昭
5
1
）
一
九
一
頁
。

（
1
8
）
注
（
1
4
）
に
同
じ
。

（
1
9
）
静
嘉
堂
文
庫
編
『
歌
川
国
貞
』
（
同
文
庫
　
平
8
）
掲
載
「
歌

　
川
国
貞
（
三
代
歌
川
豊
国
）
年
譜
」
に
よ
る
。

（
2
0
）
　
注
（
1
9
）
書
及
ぴ
林
美
一
『
江
戸
枕
絵
師
集
成
　
歌
川
国
貞
』

　
（
河
出
書
房
新
社
　
一
九
八
九
年
）
七
二
頁
。

（
2
1
）
　
前
掲
注
（
1
9
）
九
頁
。

（
2
2
）
前
掲
注
（
2
0
）
書
七
五
頁
・
七
七
頁
。

（
2
3
）
　
石
井
研
堂
『
錦
絵
の
改
印
の
考
証
』
（
昭
7
）
に
よ
る
。

（
2
4
）
倉
田
喜
弘
編
『
東
京
の
人
形
浄
瑠
璃
」
（
国
立
劇
場
芸
能
調
査

　
室
「
演
芸
資
料
選
書
」
第
5
巻
　
平
3
）
再
録
。

（
2
5
）
　
『
義
太
夫
年
表
』
に
よ
る
と
、
遭
さ
れ
て
い
る
番
付
は
薩
摩
座

　
の
言
い
分
よ
り
若
干
多
く
伝
わ
っ
て
お
り
、
又
『
市
中
取
締
類
集
』

　
等
の
記
録
に
休
座
と
あ
っ
て
も
番
付
が
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

　
正
確
な
興
行
数
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。

（
2
6
）
注
（
1
9
）
に
同
じ
、
八
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
7

（
2
7
）
　
「
中
旬
よ
り
薩
摩
坐
操
芝
居
再
興
、
こ
れ
よ
り
先
説
経
上
る
り

　
　
　
　
　
　
－
『

着
太
夫
、
薩
摩
坐
名
代
二
て
操
芝
居
興
行
せ
し
は
、
文
化
の
始
に
や
、

夫
よ
り
説
経
上
る
り
語
る
者
、
今
に
薩
摩
某
と
い
へ
り
、
」

（
2
8
）
　
注
（
1
）
に
掲
げ
た
『
説
経
節
と
若
松
若
太
夫
』
一
九
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）
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